



























藤 田 和 宏
NiMn,FeMn系の反強磁性磁気構造については,一つの波数ベクトルQl を用いて表わせ
るSingle-Qと呼ばれる状態と,いくつかの波の足し合わせとなるMultiple-Q と呼ばれる
状態が示唆されている｡ 今回はMn72Ni28において,実現しているのはどちらの状態であるの
かをγ線一放射.の異方性を用いて調べてみた｡
54Mnというラジオアイソトー プはE2遷移をするが,この時結晶が single-Q状態であ
る場合と, multiple-¢状態である場合とでは,四重極放射の項のため異方性に違いが生じ
る｡ 実験の結果は,期待された値よりは小さかったが, multiple-Qを支持する側に異方性
が出た｡
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